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 平成２８年度が始まり、２か月が経ちました。この２か月を振り返ると、順 

調なスタートが切れたと感じています。生徒は落ち着いた態度で、生活を送っ 

ています。あいさつする声も、昨年度に比べて大きな声で、しかも率先してあ 

いさつする姿が見られ、頼もしさも感じるようになりました。 

 先日、総合訪問（市教育委員会が４年に１度行う学校点検）でも、あいさつ 

ができ、まじめに熱心に授業の取り組む生徒の姿に、称賛の言葉をいただきま 

した。校長としても、誇らしく、うれしい気持ちになりました。 

 ６月から７月にかけて、運動会、冒険活動、宮っ子チャレンジウィーク、修 

学旅行と、大きな学校行事が続きます。忙しい中でも、自分を見失うことなく、 

生活を送ってほしいと考えています。 

               

 

５月１８日（水）～２１日（土）に春季宇河地区大会が各会場で実施されました。各部とも新人大会と比較し

て一段と成長の跡を感じられる戦いぶりでした。結果は以下のとおりです。ご声援ありがとうございました。 

野球          １回戦 対陽北中  惜敗 

バスケットボール男子  １回戦 対泉が丘中 惜敗 

        女子  １回戦 対清原中  惜敗 

バレーボール  男子  ベスト８ 

        女子  ２位リーグ進出 

サッカー        １回戦 対横川中 惜敗 

ソフトテニス  女子  団体 準優勝        個人 ３位  

卓球男子        団体 予選リーグ惜敗    個人 ベスト１６  

  女子        団体 予選リーグ敗退 

 バドミントン  女子  団体 ５位  シングル   ５位 ダブルス ３位  

 

 

 ６月３日(金)・４日(土)には、宇河地区大会を勝ち抜いた３団体と１個人が県大会に進出し、善戦しました。 

                

  

          

 

 

 

（男子バレーボール）  （女子ソフトテニス）    （卓球）     （女子バドミントン）    

 

 

                ６月５日（日）、上河内中と上河内運動公園で開催されました。昨年度 

               ブロック優勝であったので、今年度は会場校になりました。ＰＴＡ体育部 

               を中心に朝早くから会場準備を行っていただきました。 

                上河内中チームは、連覇を目指して、奮戦しました。試合の結果は、 

                 ２回戦    対宮の原中 勝利 

                 ブロック決勝 対星が丘中 惜敗 

               優勝はできませんでしたが、けがもなく、よい汗を流しました。 

 

学校だより  け や き 

６
月
言
葉 

 

失
敗
す
れ
ば
や
り
直
せ
ば
い
い
。 

 
や
り
直
し
て
ダ
メ
な
ら
、 

 
も
う
一
度
工
夫
し
、 

 

も
う
一
度
や
り
通
せ
ば
い
い
。 

 
 

（
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
言
葉
） 

回 覧 



 

 今年度の学校経営方針の柱に、「安全・安心な学校環境の整備」を新たに追加しました。それは、いじめがなく、

毎日学校に来るのが楽しい、居心地がよく安心して生活できる学校を、教職員一同で作っていきたいと考えるか

らです。 

 今回、「本校のいじめの実態」「学校の対応」「保護者へのお願い」をまとめました。今後とも、本校のいじめ根

絶の取組へのご理解とご支援をお願いします。 

（１） 平成２７年度の本校の実態 

昨年度の本校のいじめの発生件数は、１件でした。内容は、友人への嫌がらせでした。継続指導を行い、 

解決に至っています。 

（２） いじめの未然防止に係る学校の取組 

いじめは、子どもの心身の健全な発達に大きな影響を及ぼします。そのため、未然に防止することがな 

によりも大切です。上河内中では、以下の取組を行い、未然に防止ことを心がけています。 

 ・小中学校が連携した取組（あいさつ運動） 

 ・いじめゼロ強調月間（５、９月）の実施 

 ・宮っ子心の教育の実施（行事に合わせた道徳授業、人権感覚の高揚） 

 ・生徒の自主的な活動（人権宣言、いじめ防止ポスター） 

 ・情報モラル教育（ネットいじめの危険性の啓発）  

（３） 早期発見・早期対応のための学校の取組 

・「嫌な思いアンケート」（４，６，１０，２月）の実施 

・スタンダードダイアリーの活用 

・定期教育相談週間（６，１１月）と適時教育相談の実施 

    ・Ｑ－Ｕ（楽しい学校生活を送るためのアンケート）の実施 

    ・ネットいじめ等パトロール（市教委が外部委託）の活用 

    ・教員による休み時間や昼休みの見回り 

（４）保護者へのお願い   ※「いじめ？」と思ったら 

 

 本人の話を聞く            ⇒⇒⇒  担任へ話を伝える 

○ ゆっくり、じっくり、最後まで話を聴く。 冷静な  ○ 子どもから聞き取ったことを伝え、関係した 

⇒まずは気持ちを受け止める。       対応    子どもたちから話を聞くなど、事実確認をし 

○ 味方になることを伝える。              てもらう。 

 ⇒子どもの気持ちに共感する。          ○ 指導方針を聞く。 

○ 解決手段を一緒に考える。             ○ 協働して解決を図ることを確認する。 

 ⇒子どもの了解を得て進める。 

※お子さんから丁寧に話を聴いたら、メンタルケアの必要性を考えて、 

    いじめは精神的ダメージはとても大きいものです。本校では、保護者との連携を図りながら、状況によ

り心理の専門家であるスクールカウンセラー（臨床心理士）とのカウンセリングによる心のケアができる

ようにしています。 

 

 

 

【６月】  

３日(金) 春季県大会（～５日） 

５日(日) 市Ｐ連ソフトボール大会（本校会場） 

８日(水) 中間テスト（９日） 

１３日(月) 宮っ子チャレンジウィーク（～17日） 

１６日(木) 冒険活動（～18日） 

２５日(土) 運動会（代休 27日） 

【７月】 

６日（水）修学旅行（～８日） 

２０日（水）1学期前期終了、全校集会 

２１日（木）総体地区予選（野球は 16日から） 

      三者懇談（～８／８） 

２７日（水）総体県大会（～３０日） 

８／２５（木） １学期後期開始 


